これからのアスパラ管理
2023年9月２６日ジャット技術部　山澤

一．　止肥時期…収穫終了の1か月前
平均気温１６℃になると地上部の生育・萌芽が停止する。京都では１０月中下旬頃である。よってそのころが収穫終了目安となる。止肥は９月下旬が適当である。
二.　養分転流促進剤
マジカルアミン
施用時期：平均気温が１６℃になってから。
葉面散布：1000倍7～１０日毎　３～５回
潅水：５００ｇ/回　１０日毎３回
施用例)
葉面散布①　→　潅水①　　→　葉面散布②　→　　潅水②　→　葉面散布③　→　　潅水③　→
　　　　　　　　４日　　　　　　４日 　　　　　　　４日　　　　　　　４日　　　　　　　　４日　　　　　　　4日
葉面散布④　→　葉面散布⑤
　　　　　　　　7日
三.　平均気温16℃から地上部の生育が停止
１．　温度が下がってくると太茎も細茎も先端部の曲がりが多くなってくる。
２．　茎の生育が緩慢になり伸びが短くなる
四.　萌芽停止以降の「潅水」が大事
アスパラは秋になり萌芽が止まってからも光合成をやめていない。茎葉が緑色のうちは同化養分の蓄積を続けている。この養分が翌年の萌芽につながる。水分が少ないと貯蔵根への養分転流も悪くなる。翌年の春穫りの収量と品質を大きく左右するのが萌芽停止後の水管理である。地温（深さ10㎝）が5℃以上あるときは潅水を続ける。潅水不足は翌春の斜めの萌芽にもつながる。
五.収穫終了後の潅水の頻度
1回/週　10～20㎜。


